




本時は、
ここです！

本ユニットの流れ

七輪
体験

文化館
見学

個人探究
インタビュー

グループ
トーク

本時以降、
パフォーマンス課
題を示して、Line3
に入ります！

これからの時代の豊かさ
Line3





Line２

実体験を通して、考える。

七輪
体験

文化館
見学

炭焼きはすごく大変だったけど、
それをしたからこそ、本当の美
味しさに気づけた。
そこが豊かだと思う。

クーラーがなくても部屋が
涼しい。井戸の水は、夏は
冷たい。今は氷入れないと
ぬるい。自然を生かす工夫
があった。そこに豊かさを
感じる。



授業を見合う会 3年部の重点
探究ユニットにおける教科と探究のあり方

今回のテーマ

みなさんの学年では、ユニットの中で、教科がどのように位置づいているで
しょうか？3年部ではセントラルアイディアの理解を深めるべく、教科の学び
を位置付けています。
しかし、教科の本質的な学びがセントラルアイディアの理解を深めることに
つながる教科の単元もあれば、そうでない教科の単元もあります。教材の内
容がセントラルアイディアの理解を深めることにつながるのであれば、ユ
ニット内に位置付けて良いものなのか？みなさんは、どうお考えでしょう
か？



本時の授業の概要・協議してほしい点

3きく「社会」
社会科で、「つかみ、調べ、まとめる」ことで、セントラルアイディアの理解が深まるのではないかは
ないか！先生方と一緒に考えたいです。

3うめ「国語」
河口Tセントラルアイデアの理解を深めるべく、「教材の内容」でユニット内に位置付けてみました！
このようなユニットデザインとユニット内における教科の学び、いかがなものでしょうか？

3ゆり「国語」
Line1で暮らし,学校,道具,遊び,ファッションという観点で調べました。学習材「こまを楽しむ」から
様々な種類のこまを知り,実際に様々なこまで遊ぶことを通して,セントラルアイデアの理解を深めること
を目指しています。

3ふじ「探究」
Line1・2を踏まえて、Line3への繋げ方や1時間の探究の授業の流し方が妥当かどうか基本的な所を見て
いただきたいです。



人は、それぞれの
時代と場所で豊かさ
をもとめて生きている

CIの理解を深めるために社会科では…。
つかむ
○練馬区の様子の変化はどのように変わってきたのだろう。
〜昭和２２年ごろの練馬区の地図と現在の練馬区を比べて
・練馬区は、畑だらけで、川のそばには、田んぼがあったのに、今はな
い畑が多い。
・高速道路がない。電車も２線だけ。
・〇〇町という名前が多い。
・今は、ほとんど住宅地。
〜おじいさん、おばあさんの時代と比べて
・生活のしかたが違うのでは？（使う道具など）

調べる
○ふるさと文化館の見学〜探究見学〜

おじいさん、おば
あさんの時代のく
らしは、どんな様
子？今と比べて…。

調べる
○昔の道具のうつりかわり
〜道具のうつりかわりを調べることで、おじいさん、
おばあさんの時代のくらし、求めているもの、ゆた
かさが見えてくるかも…。

使い方を調べた
のに、うまくい
かないのは？

今も、七輪って
あるよね？

まとめる

本時へ

３きく 社会科

経験しないと昔の人
の気持ちがわからな
い。そんなことを思
わせてくれる、大事
な機会でした。

まずは、七輪を体験！





こまを楽しむ本文を掲載
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